仕　様　書

　　本業務は、公園緑地等維持管理標準仕様書（平成２８年１月改定（平成２３年１月制定）広島市都市整備局緑化推進部）により施行すること。

特　記　仕　様　書

１　本特記仕様書は、中央公園樹支障木せん定その他業務（単価契約）（以下「業務」という。）に適用する。

２　業務の実施

⑴　業務の実施にあたっては、発注者から指示書を受注者に交付するものとする。

⑵　受注者は、指示書の交付を受けたときは、当該指示書に基づき、履行期限内に作業を完了させるものとする。

　　

３　業務内容

⑴　支障木せん定

ア　せん定した枝葉及び伐採木は、速やかに除去すること。

イ　高木をせん定した枝葉は、広島市植木せん定枝リサイクルセンター（安佐北区安佐町筒瀬玖谷埋立地内）に搬入し再利用すること。なお、搬入基準を超えるものについては発注者と協議した上で処分すること。

また、中低木をせん定した枝葉及び除草作業により刈り取った草は、広島市ごみ焼却工場へ搬入すること。

伐採木は、産業廃棄物処分業の中間処理の許可を有する再資源化施設に搬入すること。
なお、それぞれ、処分先及び処分量の集計表を提出すること。
ウ　職業能力開発促進法による１級又は２級造園技能士の資格を有する者（直接的な雇用関係にあるものに限る。）は、せん定作業中常時、作業又は現場において適正なせん定を行うようせん定方法等の指導にあたること。

　　　エ　せん定作業中においては、造園技能士であることが確認できるよう名札等を着用すること。

⑵　病害虫駆除
ア　薬剤の使用に際しては、農薬取締法の農薬関連法令及びメーカー等で定めている使用安全基準･使用方法を遵守すること。

イ　１１９号工の薬品は，トレボン、スプラサイド、カルホス、オルトラン、トップジンＭ、トリフミン、ロブラールの中から選択すること。

１２０号工の薬品は、石灰硫黄合剤、ダイアジノン、ダイシストンの中から選択すること。

１２１号工の薬品は、スミチオン、ディプテレックス、マツグリーン２の中から選択すること。

８６、８７号工の薬剤は、シバゲンDF及びアージラン液剤の同等品以上とする。
ウ　乳剤・液剤については、正確に容積測量により計量し、水和剤・水溶剤は、重量計測により計量すること。

エ　薬剤は、その物理的及び化学的性質により調合不可能なものがあるので、必ず事前確認のうえ、調合すること。

オ　展着剤の量は、入れすぎても効果が低くなるため、規定量を計測して加えること。

カ　散布前の注意
・　薬剤の調合は、素手で行なわないこと。

・　薬剤及び容器の取扱いに十分注意すること。

・　気象条件の整った日を選定すること。（晴天または曇天の無風状態が良い。）

キ　散布時の注意
・　散布作業は、防護用衣類を着用すること。

・　風向に注意し、風上から風下に向かって散布すること。

・　散布区域に第三者が近づくことが無いように誘導すること。

・　病害虫駆除においては、散布樹木に対し、あらゆる方向から、適量かつむらなく散布すること。なお、散布適量とは、枝葉面の表面全体に霧状に薬剤が付着している程度である。

また、使用する動力噴霧器は、高木先端部まで届く必要があるため、作業に応じた能力のあるものでなければならない。

・　薬剤が乾くまでの間、人が近づくことがないよう養生（注意看板設置など）をすること。
・　薬剤を使用した者、年月日、場所、範囲、農林水産省登録番号及び名称、農薬の種類、単位面積当たりの使用量及び希釈倍数について記帳して保管すること。
　⑶　除草

　　　樹木の周囲や植樹帯などにある低木の中の除草は、動力草刈機を用いないこと。なお、低木の中の除草は、地際から手抜きによる抜根除草を行うとともに実生苗の除去も行うこと。

⑷　かん水

　　　ア　かん水量は、１㎡当り１０ℓ以上とし、樹木の根部全体に水が行き渡るように行うこと。
　イ　夜間の作業時間は２０時～６時までの間とし、この時間帯にかかる作業がある場合にのみ、夜間作業を適用すること。

ウ　浄水場ほかの取水場所については、安佐北区安佐町大字動物園の安佐動物公園ため池、西区扇１－１－１の西部水資源再生センター及び南区向洋沖町１－１の太田川東部浄化センターでの取水を予定している。なお、取水時間については別途、発注者と協議すること。

エ　再生水（処理水）でかん水をする場合は、運搬車に処理水使用の表示を行うこと。

４　本業務の実施に当たっては、造園施工管理技士の資格を有する者又は建設業法第７条第２号イ又はロに該当する者（造園工事に限る。）を現場責任者（直接的な雇用関係にあるものに限る。）として配置すること。

５　業務中においては、トラック等の作業車や作業員のヘルメットに受注者の会社名を表示すること。

６　業務の実施にあたっては、必要に応じて交通誘導警備員、安全施設等を配置し、一般交通及び歩行者等の通行の妨げにならないよう、十分な注意を払い実施すること。

７　報告事項及び検査完了期日（期限）
（1）受注者は、本業務に従事する現場責任者及び従事する資格者を定め、所定の様式で業務に着手する前に発注者に届け出ること。また、現場責任者又は従事者に変更があった場合も同様とする。
（2） 受注者は、発注者から交付された指示書に基づいた毎月の業務完了後、翌月１０日までに、所定の完了届に施行写真を添えて発注者に提出するものとし、発注者による毎月の業務の検査完了期日（期限）は、翌月１９日（ただし、完了届を受領した日の翌日から起算して９日目に当たる日が早く到来する場合は、当該日）とする。ただし、これらの日が３月３１日を超える場合は、３月３１日とする。
　
８　本特記仕様書に定められていない事項は、発注者と協議のうえこれを定めるものとする。
